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宮城県水循環基本計画の指標の見直しについて 

 

１. 【豊かな生態系】河川生物生息環境指標の見直しについて 

（１）既往の指標算定方法と課題 

既往の河川生物生息環境指標の算定式は，「河川水辺の国勢調査」により確認された生息種（魚

類，底生動物，鳥類，両爬哺，昆虫類，植物）をもとに，指標種，重要種ならびに外来種数の

増減率で評価している。 

この算定方法は，指標値の算定に「増減率」を用いていることに起因すると考えられる次の

課題がある。 

[河川生物生息環境指標の算定式] 

河川生物生息環境指標＝（指標種数の増減率＋重要種数の増減率－外来種数の増減率）×5 

増減率＝ 

 

[河川生物生息環境指標の課題] 

① 確認種数の増減により指標値が急変する傾向を示す。 

② 指標値が満点である 10点を超過する。 

③ 基準年（2001 年～2005 年）に重要種や外来種が確認されていない場合，「0」として取り

扱っており，その後に確認された重要種，外来種が評価できない。 

④ 宮城県レッドリストの更新（2013→2016年）に対応していない。 

 

（２）新たな算定式 

上記１．の課題に対応するため，河川生物生息環境指標の算定式を次のとおり見直すものと

する。 

ここで，「保護するべき動植物の種数」は，最近 10カ年で確認された重要種，指標種数とし，

「保護するべき動植物のうち確認された種数」は直近の環境調査で確認された重要種，指標種

数とする。評価時点で保護するべき種が全て確認できれば 10点満点となる。レッドリストが更

新された場合には，随時，指標の算定に反映させるものとする。 

なお，外来種については指標の算定に用いず，流域毎に作成される流域水循環計画において

流域管理指標として評価する。 

[新たな河川生物生息環境指標の算定式] 

河川生物生息環境指標＝                           ×10 

 

＝                           ×10 

保護するべき動植物のうち確認された種数 

保護するべき動植物の種数 

資料４ 

各年の確認種数－基準年（2001年～2005年）の確認種数 

基準年（2001年～2005年）の確認種数 

最近の調査で確認された指標種・重要種数 

近 10カ年で確認された指標種・重要種数 
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（３）新たな算定式による指標値 

新たな算定式により河川生物生息環境指標値を算定すると，次のとおりとなる。 

表.1 近 10カ年に確認された重要種・指標種を対象とした指標値 

 

 

 

 

 

表.2 参考 見直し前の指標値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図.1 河川生物生息環境指標値の経年変化図 
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2013
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2014
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2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

南三陸海岸流域 5.4 6.0 5.9 6.2 6.2 4.8 4.4 4.6 3.6 3.6

北上川流域 5.9 6.6 6.7 8.2 8.2 9.5 10.9 11.2 10.6 10.6

鳴瀬川流域 3.6 3.6 3.6 3.5 4.2 4.2 4.2 4.2 4.2 3.5

名取川流域 6.5 6.5 6.5 6.6 6.8 7.8 7.8 7.8 8.3 14.7

阿武隈川流域 3.8 4.7 4.7 5.1 5.3 5.2 7.0 7.0 7.4 10.6

5.0 5.5 5.5 5.9 6.2 6.3 6.8 7.0 6.8 8.6

5.0 5.5 5.5 5.9 6.2 6.3 6.7 6.7 6.7 7.4

※下値は10点を超過する場合、10点に置き換えて評価した指標値

宮城県
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2013
（H25）

2014
（H26）

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
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2018
（H30）

南三陸海岸流域 7.2 7.5 7.5 7.8 7.8 6.9 5.6 6.1 6.3 6.3

北上川流域 6.3 7.2 7.3 7.4 7.4 7.8 8.0 8.0 8.0 8.0

鳴瀬川流域 6.0 6.3 6.3 7.2 7.3 7.3 7.6 7.6 8.6 8.7

名取川流域 7.1 7.1 7.1 7.1 7.7 8.2 8.2 7.8 8.1 8.1

阿武隈川流域 6.7 7.4 7.4 7.4 7.5 7.4 7.7 7.7 8.1 8.2

6.7 7.1 7.1 7.4 7.6 7.5 7.4 7.4 7.8 7.9宮城県
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２. ４つの要素に対する目標値について 

 これから１０年後までを目途とした長期的な目標は次のとおりとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）清らかな流れ 

 概ね横ばいで推移しているが，目標としては全地点での環境基準達成としたいことから，

目標値は１０．０点としたい。 
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（２）豊かな流れ 

 地下水涵養指標は微減の傾向であるため，目標値は現状維持の８．８点としたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．８点 ７．６点 １０．０点 ※H29 
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（３）安全な流れ 

 河川整備指標は横ばい，海岸整備指標は災害復旧により増加することから，目標値は海岸

整備指標の推移から８．４としたい。 
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（４）豊かな生態系 

   植物環境指標は概ね横ばい，河川生物生息環境指標は微増の傾向であることから，河川生

物の推移から，目標値は７．７としたい。 
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３．管理指標、補助管理指標、流域管理指標について 

   

  管 理 指 標 ： ４つの要素の管理指標（基本計画で管理していく） 

  流域管理指標： 管理指標以外の補助管理指標を流域管理指標とし，流域計画において各流

域の特性に合わせた指標を選定し取り上げる 
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